
  令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 

 

 

１ 教育支援事業（母校、地域、在学生への支援）  

(1) 鳳陽会寄附講座の開講  

山口大学後期日程の金曜日、令和７年１０月３日（金）～令和８年１月３０日（金）

の間で、鳳陽会寄附講座、ビジネスモデル開発プロジェクトを計８回開講した。実際

の企業３社の協力を得て、各企業の抱える課題を受講生が考え、その解決策やアイデ

アを提案するという国立大学では初めての取組で、受講生は２０人であった。  

(2) 経済学部との連携による経済学部生の就職活動に対する支援  

  企業での経験が豊かな鳳陽会会員が経済学部の就職アドバイザーとなり、経済学部

生の就職相談や面接指導等、経済学部生の就職活動の支援を行った。  

(3)  経済学部職業会計人コースに対する支援及び助成 

  ① 職業会計人を目指す職業会計人コースの経済学部生１０人に対し、柳上奨学金（給

付型奨学金）計１,１００千円を給付した。 

② 税理士試験四科目合格者一人の表彰（スンマ賞）、副賞への助成を実施した。  

(4)  経済学部における国際交流及びグローバル人材育成に対する支援及び助成 

① 留学生の参加を得て開講している実践英会話講座の開講に要する経費の一部を支

援した。 

② 観光政策学科の海外プロジェクト演習（短期ハンガリー留学）に参加した経済学

部生１９人に対する助成を行った。  

 

(5)  経済学部の学年別・学科別成績優秀者の表彰、副賞の助成を実施した。上田鳳陽賞

の授与、副賞の助成を実施した。また、経済学部卒業生の成績優秀者、課外活動で顕

著な活躍をした者等の表彰、副賞への助成等を実施した。 

 

２ 交流事業 

(1) 経済学部卒業生への記念品等の配付  

卒業時、卒業生（新会員）に鳳陽会紹介リーフレット「花なき山の･･･」及び記念

品（鳳陽会ロゴ入りシャープペンシル）、会報「鳳陽」等を封筒に入れて配付し、鳳陽

会各支部活動への参加、卒業後の住所の連絡、会費の納入を要請した。 

(2) 山口大学同窓会(各学部同窓会の連合同窓会 )としての活動 

鳳陽会を含む山口大学各学部の同窓会で組織する「山口大学同窓会」において、新

入生を対象とした「ワンコイン朝食」実施に要する経費の一部の支援、姫山祭を始め

とする大学祭、新入生歓迎フェスティバル等の学生企画の活動に対する支援、山口大

学ホームカミングデーの山口大学との共催などの取組を展開した。 

(3) 霜仁会（山口大学医学部同窓会）、鴻文会（山口大学人文学部同窓会）、常盤工業会

（山口大学工学部同窓会）の総会等へ出席し、同窓会間の交流を図った。  

 

 



 

３ 同窓会関係事業 

(1)  一般社団法人鳳陽会第９５回通常総会を次のとおり開催した。 

・ 日 時   令和７年５月２４日（土） １６：００～１６：５０ 

・ 場 所   〒102-0073 東京都千代田区九段北四丁目２番２号  

アルカディア市ヶ谷 私学会館 ３階 「富士」 

・ 出席者   正会員４１９名（うち委任状提出３７９名）、正会員総数１,１９１人 

(2)  北海道、東京、名古屋、京滋、大阪、岡山、尾道、松江、山口、防府、宇部・山陽

小野田、香川、北九州、福岡、長崎、熊本、大分、宮崎等の鳳陽会各支部で支部総会

等が開催された。  

(3)  会員の動静管理や鳳陽会関係資料の充実  

各支部との連携の下、会員の動静把握・情報整理に努めるとともに、各支部・会員

へ迅速・正確なデータの提供、鳳陽会関係資料の一層の充実に努めた。  

 

４ 会報発行事業 

(1) 会報｢鳳陽｣を年３回編集・発行し、会員等関係者へ送付・配付した。 

    ・  第１８４号（令和７年５月発行）  

        従来どおり、全会員（住所・実家判明者：１２,７２４名）へ送付  

    ・  第１８５号（令和７年９月発行）及び第１８６号（令和８年１月発行）  

鳳陽会の厳しい財政状況を踏まえ、正会員（年会費納入会員及び賛助会費納入会

員）及び最近の卒業生２,０８０名（第１８５号）、２,１５０名（第１８６号）の

みに送付。 

・  その他、経済学部の教官（現・旧）、経済学部生及び山口大学学長、副学長や関係

部課（総務部、広報課等）、山口大学他学部同窓会及び他大学（旧高等商業学校）

同窓会等へ送付。 

 

５ 本年度の重点施策（再掲） 

鳳陽会の組織運営体制を強化し、鳳陽会の同窓会活動の活性化を図り、次の世代に同

窓会活動を繋いでいくために、アンケート結果に基づく具体策として、次の施策を展開

した。 

 (1) 組織運営体制の強化  

   各支部との連携の下、支部の会員データを整理・整備し、会員の動静把握に努める

等、鳳陽会の組織運営体制の強化に努めた。 

 (2) 鳳陽会活動の活性化  

   令和２年１２月から運用開始した鳳陽会の新たなホームページの有効活用に努める

とともに、令和４年５月に、会員の誰からも寄付金を受け入れることができる新たな

払込取扱票を作成し、配付するなど、引き続き、鳳陽会活動の活性化に向けた「アン

ケート結果に基づく具体策への取組」に掲げた各具体策への取組を進めた。  


